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｢交渉｣ はビジネス､ 外交などで用いられ､ 交
渉学という学問分野を作り出し､ お互いに納得
のいく交渉を行うための方法が明らかにされて









   
１. データ収集方法
一般的な使用法については､ 広辞苑25)､ 大辞泉26)､




A Concept Analysis of Negotiation and
its Application to Psychiatric Nursing
藤 代 知 美 (Tomomi Fujishiro)＊ 野 嶋 佐由美 (Sayumi Nojima)＊＊
 
精神科看護において対象者と納得のいく合意を交わす方法を模索するために､ 交渉という概念の活用可能性を検討す
ることを目的とし､ Walker & Avantの手法を用いて概念分析を行った｡ 分析の結果､ 交渉を ｢双方の要望・希望にコン
フリクトがある状況において､ 関係性を基盤とし､ 様々な方略を駆使しながら､ 新たな価値観・方法と協働関係を生み
出し､ 納得のいく合意に導くための継続的プロセスである｣ と定義することができた｡ 精神科看護師は､ 対象者の病状
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The New Shorter Oxford English Dictionary on
Historical Principles28)を用いた｡ 一般図書は










渉｣ ｢論文｣ で検索し､ 法､ 紛争､ 国､ 労使関
係を除く８件を対象とした｡ 医療の分野におい
























































































































は､ 文化的差異､ 当事者間の態度､ 交渉団内部
の関係､ 交渉者の身分と背景､ パーソナリティー
がある｡ 交渉の条件には､ 交渉のタイプ､ 参加




















なった｡ 分析の結果､ 属性､ 先行要件､ 帰結が
図１に示したように抽出された｡ 以下､ カテゴ





































































































































































































































shared decision making (以下､ SDM) に含ま
れる交渉について説明した文献があり８)58)､ こ
れを関連概念として取り上げた｡ SDMには､ 交
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